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では、ゴル フ場 地区でハナサキガェル類 が 4 季 を通 じ確認 され た。 成体 は30個体 （夏季 ：

、春季調査では確落 されなか った。幼体 は春季 に55個体が確辞 された。卵 は秋季調査時の
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均22．2～23．2℃）、湿 度 （87～93％）、水温 （22．5～25．2℃）、流土 （6．17～20．46m ソ 日）、

物 、脊椎動物の重要 な挿食 の対象 であるこ とが知 られてお り、爬虫類のヘ ビ類 、両生類の
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；け るハナサキガエル類 の描食者 として可能性のあ る種 は、鳥類 3種 （ズ グ ロミゾゴイ、 リ
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、クモ下 目が両地点 に共通 して多かった。
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み確落 され、卵数は166個であ った。
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はオオシロヘ リナガカ メムシやハ エ 目、ナ ガシ リマルホ ソマ

息 が報告 され てい る。

、幼生は秋 季調査時に50個

、 リュウキュウガキ、 オキ
ル フ場 と接す るあた りで沢
がみ られ るが、草本類 は定

“を行い、水質 18項 目を調査

の天敵 として知 られてい る
ガエル）、甲殻類1種 （ヤエ
種 （サ キシママダラ、サキ

ことが知 られている （前
ゴル フ場地 区でハチ （ア リ
イマイ、 ワラジムシ目、 カ

体 以上が、冬季調査 に50個体

サ ワキ ョウチク トウ等 の木本
は洞窟へ流れ込 んでいる。
期的 に草刈 りされている。グ

し生息環境条件 を把握 した。

。 ゴルフ場地区でハナサキガヤマサ ワガニ）、合計7種 であ
シマ ハブ）、 甲殻類6種 （コン

田 と松井 1989、内山ら2002）。
）類 、 クモ類、 ヤスデ類、ム
ガホ ソコヒビロダンゴムシ属

環 境保全配慮 予測結果 評価結果 環境保全措置 事後調査及び環境監視

工
事
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○造成工事の実施 に伴 う生息環境の消失に よる影響 の程度
ゴル フ場内 のハ ナサキガェル類 の生 息地 は、事 業実施 区域 のほぼ中央 （滑走路脇）

に位置 してい る。生 息地の直接的 な改 変は工事 5 年次 目となるが、生息地で ある水路
は下流側に存在す る井戸か ら揚水機 を用い てくみ上げた地下水 を上流側 の池 を経 由し
て流下 させてい るもので あることか ら、工事初 年度に揚水機 の停 止が予定 されて いる
た め、水路へ の水 の供給が停止 し① 産卵場 、幼 生の生息場所 の消失、②成体 の生息環
境の消失ボ起 こ り、ゴル フ場内 のハ ナサキ ガェ ル類生息地 は消失 し、個体群 の生息状
況の変化が生 じるもの と予測 され る。

○生態系の基盤環境、生態系 の機能 ・構造 の変化 に伴 う影響の程度

・生態 系の基盤 環境の変化 の予卿 結果に よる と、事業 実施 区域内で特殊性 を指標す るハ
ナサ キガェ ／レ類 の生息場 が存在す る 「段丘 －ゴル フ場芝地 」の改変 の程 度は大き く、

ハナサ キガ エル類 の生息 ・繁殖 の場 とな ってい る全長約50m の人工排水 路は消失する
ことになる ため、事業実施 区域 内の個体群 が存続 しない もの と予測 され る。

・事業実施区域周辺域 にお けるハナサ キガエル類の生息地 となって いる「残丘 一樹林地」、
「段丘 一章地 ・樹 林地」 の基盤環 境は変化 しない こ とか ら、周辺域 におけ る特殊性を

指模す るハナサ キガェル類 の生息環境 は維 持 され るものと考 え られ る。

◎環境影響 の回避 ・低減の検討

ハナサ キガエル類 につい ては、環境影響 の程 度は極 め
て小 さいもの と判 断 され ないこ とか ら、代償 措置 として
近 隣好適地へ の移 動、 ビオ トー プの創 出を実施す ること
によ り、損 なわれる環境の有す る価 値 は代価 され るもの
と判断 され る。

◎ 国文は地方公共 団体 による環境 保全 の基 準又は 目榛 との
整 合性 に係る評価

沖縄県 が平成 15年 4月に策定 した沖 縄県環境 基本計画
に よると 「事業別環 境配慮 指針」 として、 「飛行場 の設
置 又は変更 の事業 」にお いて、 「貴重 な動植 物の生息 ・
生育環境、優れた景勝地 、人が 自然 とふれ あ う重 要な場
等の貴重な 自然や文化財 等に影響 を及 ぼす立地 は避ける
ように努 める」、 「自然性 の高い地域 にあ っては、工事計
画、飛行計画の工夫 等に よ り、騒音 や光等 による野生生
物への影響の低減 に努め る」、 「その他、 当該事業 の実施
に当た り、周辺環境 への影響 につ いて把握 し、衆 境への
影響 を最小限 に とどめ るよ う十 分配 慮す る」 と記載 され
てお り、これ を環境 保全の基準又 は 目棲 とす る。

代償措置 として近隣好適地 への移 動 、ビオ トープの創
出 を実施す るこ とに よ り、重 要な種 に及．ぼす影響 は、最

′ト限にとどめる よう十分配慮 され てい る と考 えられ るこ
とか ら、環境保 全 の基 準 又 は 目標 との 整合 は図 られ て
いるもの と評価 した。

・産卵場 、幼 生の生息場
所 の消失 、成体の生息
環境 の消 失を代償する
措置 として、近隣好適
地への移 動及び ビオ ト

ープの創 出 を行 う。

個体群 の存 続について環
境保全措 置の効果に係 る知
見が 不 十 分で あ る こ とか
ら、事後調査 を行 う。

○調 査項 目

・移 動地でのハナサキガエル
類 の生息確認 、移動地での

ハナサ キガエル類の繁殖行
動の確 認

○調査地点

・移動地 である近隣好適地 、
ビオ トープの創 出場所

○調査時期等

・ユ 事 の実施及 び供 用後 3 ～
5 年程 度。

・ハナサキガエル 2 種の繁殖
期 を考慮 して、11、12、2 、
3 、 4 、 5 月の年 6 回

○調 査方法

・r第5回 自然環境基礎調査費
綱生態系総合モニ タ リング
調査 （環境 庁）＝ こ準拠 し
た方法


